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 2014 年に美馬市脇町小星地区在住の中妻淳一さんと知り合って依頼を受け、学生たちが「星」と「希望」

をテーマにした小作品を作り、2017 年度 9 月までに『希望の書展』を５回開催してきました。一昨年度か

らは『小星の書展』と改称し、同じテーマで作品制作をしました。今年 7 月の授業中に文学部の書道文化

学科の学生に依頼し、この展覧会のために制作した創作作品から選抜した全５１点を展示いたします。  

未熟ながら、若くはつらつとした感性をお楽しみ下さい。なお作品展示の順番は、大きさや台紙の色の都

合から、この目録通りではありません。 

四国大学文学部書道文化学科教授 太田 剛 

 

   開催期間：２０２０年９月２日（水）～９月３０日（水）  

開催時間： ９：００～１９：００ 

開催場所：美馬市立図書館（ミライズ２階／美馬市地域交流センター） 

          美馬市脇町大字猪尻西分１１６番地１ 

主   催：美馬市立図書館（電話：０８８３－５３－９６６６） 

協   力：NPO 法人小星プロジェクト・四国大学 

    

書道文化学科学生作品 

4 年  佐野文太  ・「雲龍風虎」 

          ・「見義不為無勇也」（義を見て為さざるは勇なきなり） 

4 年  岡谷波奈  ・絵手紙 「結局 塩が一番合うんよ」 

3 年  安部絵梨奈 ・絵手紙 「まけまけいっぱい」 

3 年  安藤誉人  ・絵手紙 「見えない所で日々成長しています」 

3 年  岩佐万葉  ・絵手紙 「一緒にいると似てくるよね」 

3 年  寒田祐奈  ・江左尚白（えさしょうはく）の句「星月夜 夜空の高さよ 大きさよ」 

          ・ろうけつ書 「天の川 渡る光のありにけり」 

3 年  朽網壱星  ・「星」 

3 年  組屋雄紀  ・「本気で臨め 機は熟す 即座に対応 変化を力に」 

3 年  座安あかり ・「無限に輝く星空」 

          ・ろうけつ書 「大椿の寿」（長寿のたとえ） 

3 年  杉山瑞季  ・RAD WINPS の歌詞より 「あなたをずっと想いました 星がきれいに見えたんだ」 

          ・「信念持ってまっすぐ生きろ」 

3 年  徳丸優花  ・ろうけつ書 「夢を見るから人生は輝く」 

3 年  中田昇吾  ・ろうけつ書 「月が夜空を照らす」 

3 年  並木桃果  ・「星 星 星 星 ・・・・・・」 

3 年  本田さくら ・カール・セルガンの言葉 「宇宙の海の向こう側では星は別の太陽だ」 

3 年  宮口夏希  ・絵手紙 「甘いと思った次がずっと辛い」 

3 年  山下綾音  ・絵手紙 「なすがまま」 



2 年  逢坂優妃奈 ・平井大の歌 「祈り花 夜空の星へ 願い届け」 

2 年  河野幸太  ・「流れ星 無数の星の中で光る」 

2 年  白石瑞帆  ・「星のかけら」 

       ・「アマミホシゾラフグ」（海底に星のような模様を描くフグ） 

2 年   桃田 葵   ・「星屑 夜空に輝く無数の星たち」 

2 年   奥野駿介  ・「星」 

2 年   髙橋瑞歩   ・「星屑 夜空に散らばっている無数の小さな星たち」 

       ・ORION 「つながった冬の星座 この空に消えていかない様に見つめてる」 

2 年  祖月輪音々 ・「うちら阿波っ子 元気な子」 

      ・「ありがとう」 

2 年  寺澤歩花  ・「世界で一つの輝く光になれ」 

        ・「その笑顔見てるときほんと幸せ」 

1 年  芦田晴佳  ・「みんな違ってみんないい」 

1 年  上里美貴  ・「月 暗やみを照らすもの」 

1 年  王 光磊  ・「観々」 

1 年  麻植柚花  ・「一番星みつけた」（歌詞） 

1 年  加藤史也  ・柿本人麻呂の歌 「天の海に雲の波たち月の船 星の林に漕ぎ隠る見ゆ」 

1 年  金城正樹  ・『月』より 「出たでた月が まるいまるいまんまるい 盆のような月が」  

1 年  近藤優菜  ・「輝く星に願いを」 

1 年  新城大稀  ・芭蕉の句 「しばらくは花の上なら月夜かな」 

1 年  傍島ほのか ・Miwa の歌詞 「誰もが誰かの光」 

1 年  天王 蘭  ・RAD WINPS『有心論』より 「誰も端っこで泣かないようにと君は地球を丸くした」 

1 年  丹生朱音  ・金子みすゞの詩 「朝顔」 「のびろ朝顔まっすぐに  納屋のひさしがもう近い」 

1 年  西村美咲  ・「流星群に願いを」 

1 年  秦なごみ  ・「星降る夜」 

1 年  濱崎千芳  ・坂村真民の言葉 

           「明けの明星さまは宇宙のまなざし すべての星が消えても一つ残って光給う 

             その愛のあたたかさよ ありがたさよ 限りのない深さよ」 

1 年  藤本りさ  ・嵐の歌詞 「空に輝くよキラリ 星がじわりにじんでくよ 悲しいほどキレイだね」 

1 年  松谷百華  ・『きらきら星』より 「きらきらひかるお空の星よ みんなの歌が届くといいな」 

1 年  真野優彩  ・ディズニーの言葉 「夢見ることができればそれは実現できる」 

1 年  丸野真愛  ・ダンテの言葉 「自分の星に従え！」 

1 年  水澤一暢  ・「出会いに感謝 笑顔に感謝 ありがとう」 


